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オーストラリア金融政策（2022年6月）
市場予想を上回る0.5％ポイントの利上げ

1/1

2022年6月7日

（出所）豪州統計局、RBA

（2016年1月初～2022年6月7日）

豪州の消費者物価指数

（％）

インフレ抑制に向けて積極的な利上げを続ける見込み

RBA（豪州準備銀行）は6月7日（現地、以下同様）の理事会で、政策金利を0.35％から0.85％へ、

0.5％ポイント引き上げることを決定しました。市場では0.25％ポイントの利上げ予想が優勢だったため、

金融市場は金利上昇・豪ドル高で反応しました（ブルームバーグの集計では、エコノミスト29名のうち、

15名が0.25％ポイントの利上げ、11名が0.4％ポイントの利上げ、3名が0.5％ポイントの利上げを予想）。

声明文では、国内外の様々な要因がインフレ率を大幅に押し上げており、更に電気・ガス料金やガソリ

ン価格の上昇により、前回5月時点の予想に比べてインフレ率が上振れる可能性があることに言及してい

ます。こうしたインフレを取り巻く環境や、依然として非常に低い政策金利の水準を考慮した上での決定

だと、0.5％ポイントの利上げに至った背景を説明しています。また、「今後数カ月にわたって、金融環

境の正常化プロセスを更に進める」と利上げ継続の姿勢を示しています。

今後の利上げペースを考える上では、「来年にはインフレ率が2～3％の目標レンジに向けて鈍化する予

想」と述べた点に注目です。RBAは5月時点で、政策金利を今年末までに1.75％、来年末までに2.25％へ

引き上げた場合、インフレ率は2024年半ばに3％へ鈍化すると予想していました。この1カ月ではインフ

レ予想の下方修正よりも上方修正につながる材料の方が多かったことを考慮すると、RBAはインフレ率を

目標レンジにより早く回帰させるために、5月時点よりも積極的な利上げを想定していると考えられます。

豪州の金利と為替

（出所）RBA、ブルームバーグ

（実績：2006年1-3月期～2022年1-3月期）
（予想：2022年4-6月期～2024年4-6月期）

※10年国債利回りと豪ドル円は2022年6月6日まで
※政策金利は決定日ベース

（前年同期比、％）（円/豪ドル）
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※陰影部はRBAのインフレ目標レンジ
※予想は2022年5月時点

RBA予想


